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電力密度評価に対する懸念点

• 測定設備の導入時コスト及び維持コスト
• 初期投資コスト（電力密度測定装置と基地局シミュレータへの投資）

• 較正・維持コスト

• 測定可能な試験所が限られてくる問題

• 基地局シミュレータ導入に係る問題
• 基地局シミュレータの導入可能時期

• 機器の大きさと設置（シールドルームの大きさとの関連）

• アクティブアンテナを実装する端末機器との接続方法（数値シミュレーションを導
入？）

• 同時送信時の評価方法（5.5項）
• 電磁界の相関性に関するより詳細な検証と理解が必要

• 測定時間短縮
• 測定の長期化は測定費用に反映される

• 測定時間短縮のための考え方 ガイドラインなどで示すことが適当
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ガイドラインの例
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